


カーボンニュートラル実現に向けて、自動車の電動化が推進されており、電気自動車 （EV） 等が急速に普及しています。
今後、 EV とソーラーカーポートを連携させることで、 上記に加えて更なるメリットが期待できます。

ソーラーカーポートは建築基準法上の「建築物」に該当するため、
建築基準法に則った設計・施工・監理が必要です。建築物に該当
しないものとされている土地に自立して設置する太陽光発電設備
とは、運用が異なりますのでご注意ください。※

建築確認申請については、施工前に必ず地方公共団体の建築担当
窓口等に相談してください。
※「太陽光発電設備等に係る建築基準法の取扱いについて」 
   （ 国土交通省：平成23年3月25日 ）より

ソーラーカーポートで発電した再エネ
電気で EV を充電することができます。
通常の電気に比べ CO2 排出量が削減
できます。

また､V2H 機器を介すことで EV から
施設等へ電力が供給できるほか、
災害時 （停電等） には非常用電源
としての機能も期待できます。

電気自動車 （EV） 等との連携

※ ZEB （ネット・ゼロ・エネルギー・ビル） は、 年間の一次エネルギー消費量の収支をゼロとすることを目指した建築物のこと。
PEB （ポジティブ・エネルギー・ビル） は、 年間の一次エネルギー消費量を上回る発電を行うことを目指した建築物のこと。

※本事例の詳細及びその他の事例は環境省 「太陽光発電の導入支援サイト」
（https://www.env.go.jp/earth/post_93.html） をご覧ください。

ソーラーカーポートの導入事例
みずほリース株式会社：設備保有者
出光興産株式会社：PPA 事業者
宮崎県
国立大学法人宮崎大学 （2 キャンパス）

太陽光パネル出力：3,828kW

パワコン出力：3,160kW

太陽光発電一体型 （駐車場 1,592 台分）
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土地の有効活用 防災性の向上再エネ自給率の更なる向上

ソーラーカーポートのメリット
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